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第1章　 緒 論

白鼠 過敏 症 に関 しては未 だ其 の成 否不 明に

して従 来之 に関 す る研 究少 なか らざ る も,学

者 に よ りて其の報 告一 致せ ず.文 献 を按 ず る

に, Rosenau und Anderson1), Trommsdorf2),

 Uhlenhuth3), Haendel4), Steffenhagen5), Novy

 und de Cruif6), T. Warfield7), Longcope8),

 Ebert9)等 は 白 鼠 過敏 症 の成成 を 否定 した る

も,之 に反 してArthus10). J. und T. Parker 11). 

Ritz12), Braun13), Sarnowski14), Doer15)等 は 其

の成 立 すべ きを主 張せ り. Ritz16)に よ りて 白

鼠血 清 中に は試 験管 内反応 に於 て証明 し得 べ

き完全 な る溶血性 補 体 を缺 くこと判 明 し以来

之 の事実 を以 て白鼠 過敏 症不 成 立 の原 因 とな

す議 論17)行 はれ た り.即 ち 若 し白鼠 過敏 症 に

して成 立 す るな らば 補体 の過 敏 症に 於 け る本

質的 役割 と矛盾 す べ きが 故 な り.

然 るにBessemans18)に よれ ば過 敏 症 「シ ヨ

ッ ク」に 際 して消 失す るは補 体 の 中節に して

末 節は 殆 ん ど参 加 せ ず.而 して 白鼠血 清 に缺

乏 せ るは末 節 に して 中節 は充 分之 を有 す る と

な し此 の議 論 の 信 ず 可 ら ざ る ことを 指 摘せ

り.

次 に 白鼠過 敏 症 の成立 可 能 を主張 せ る業 跡

を 見 るに, Braun19)は 白鼠 に於 ては 過敏 症 の

惹 起可 能 な る も数 回 の感作 を必 要 とす る こ と

を主 張 し,之 れ に反 してRitzは 唯1回 の感

作 のみ に て充分 な る も抗原 再 注 射に 際 して は

必 らず 静脉 内注 射 を行 ふべ し と云 へ り,更 に

詳 細 な る研究 を発 表 せ しはV. Sarnowski20)に

して彼 に よれ ば 皮下,腹 腔 内或は 静脉 内等 感

作 方法 の如何 を 問は ず唯1回 の感作 のみ に て

よ く過敏 症 「シ ヨッ ク」を 惹 起 し 得 べ き こ

と,抗 原再注射は静脉 内注射を最適 当とす る

こと,尚 ほ感作抗原 量は海〓 に於け るよ りも

大量なるべきこと,潜 伏期は約10日 間な るこ

と,更 に進 んで再注射11/2時 間に して抗

過敏症発現 し以後約1週 間持続する ことを報

告せ り.即 ち白鼠 といへ ども決 して例外でな

く他動物 と同様に過敏症並に抗過敏症の成立

すべ き ことを主張せ り.又 従来の数多の否定

的なる成績は彼に よれば再注射量の適 当なら

ざ りし為めではな く感作抗原 量の過少及び再

注射方法の不適 当な る為め となせ り.即 ち従

来過敏症実験 に最 もよく用ひらるる海〓 に於

ては其の感作 量 は 極 めて少 量にて足 り, Ro

senau und Anderson21)に よれ ば1/1000000cc

の血清に よ りてもよく感作 し得るものに して

大量は却て過敏症発現を障碍す るものな り.

又再注射方法に関 して も静脉,内 皮下及び腹

腔内共に用ひ得べ し.然 るに白鼠に於てはか

ゝる少量にては決 して感作 し得ず.又 再注射

に際 して も静脉内を必要 とす るものに して海

〓 の場合 と大いに其の趣を異にす るものな り.

従つて海〓 に於け る実験に基づ きて之れを 白

鼠に適用せ る従来諸家の実験成績が否定的な

るは蓋 し当然なるべ しと云へ り.

抑 々,過 敏症実験に際 して其の成否を決す

る最重要なる条件は感作抗原量,感 作方法,

再注射抗原 量,再 注射方法並に潜伏期に して

其の一を缺 くも満足な る成績を望む こと能は

ず.上 記諸家の業績を通覧す るに感作抗原 量,

感作方法,再 注射抗原量,再 注射方法に関 し

ては研究詳審なるを見る も,潜 伏期に関 して

は柳か不充分の点を指摘 し得べ く, 4週 間以

上の潜伏期にわた りて追求せる研究は未だ之

を見ず.余 等は感作後種 々な る潜伏期に於 て
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過敏症実験を実施 し併せ て之に平行 して抗体

産生の模様を調査 し極めて興味あ る成績を得

た り.

次に被動性過敏症に関 しては従来殆ん ど見

るべき報告なし,之 即ち従来 被動性過敏症に

於ける過敏原及び過敏性抗体の量的関係が全

く不明な りし為 めな り.然 るに1927年 緒方

教授22)によ り沈降反応に於け る抗体稀釈法が

提 唱 され,以 来 当 教 室 景 山23),白 玖24),杉

本25),伊 東26),桑 名27,石 原28,広 田29),大

川30)等に よ り此の量的関係が精細に解明 され

被動性過敏症研究に一新紀元を劃せ り.余 等

は此の方 法を 白鼠過敏症実験に適用せ る所,

予想の如 く極め て満足なる結果を得 ることに

成功 し,本 法の卓越せ る広範なる適用性に一

驚せ る次第な り.

尚ほ過敏症 「シ ヨック」動物に於て其の血

液像に特異な る変化を見るは周知の事実に し

て,此 れが研究31)は枚挙に暇あ らず　 而 して

之に基づ きて逆に血液像の変化を知 りて過敏

症 「シ ヨッ ク」の生起如何を診断決定するこ

とも日常屡 々行は る ゝ所な り.今 回白鼠過敏

症 の成否如何の研究に 当 り其の血液像の変化

を併せ検索 したるを以て此所に一括報告せ ん

とす.

第2章　 實驗材料及び實驗方法

第1節　 実驗材料

能動性過敏症実験に於 ては抗原 として採血

後3日 目の新鮮なる牛血清を用ひ被動性過敏

症実験に於 ては抗牛血清家兎血清を使用せ り.

而 して此 の抗牛血清家兎血清は緒方氏抗体稀

釈 法32)によりて其の 力価 を測定 し稀釈沈降素

価1:500,結 合帯1:500な るものを用ひ,

実験動物 としては 体重 可成13～20grの 健康

白鼠を使用せ り.

第2節　 実験方法

第1項　 抗牛家兎血清の力価測定及び白鼠

血清中の抗体測定

之れが測定法 としては教室慣用の沈降反応

術式即ち緒方氏抗体稀釈法33)による.

第2項　 感作方法

能動性感作 に当 りては新鮮なる牛血清を皮

下に注射せ り.而 して1群(第1表 及び第2

表)に は0.5cc宛.他 群(第3表 及 び第4表)

には0.1cc宛 を注射せ り.

被動性感作に於 ては教室従来 の慣法34)に従

へ り.其 の概略を述ぶれば次の如 し.即 ち本

法に よれば体重260grな る海〓に稀釈沈 降素

価1:500な る抗血清を1cc注 射 した る時に

於て500単 位の沈降素量を以 て感作 した りと

称す.体 重及び稀釈沈降素価を異にす るとき

は此の標準を基に比例に よ り換算する ことと

す.白 鼠被動性感作に於ては本法に より計算

して200単 位(第6表), 500単 位(第5表)

及び1000単 位(第6表)の3種 に分 ち感作せ

り.注 射は尾部静脉に実施す.尚 ほ注射に当

りては生理的食塩水を以 て抗血清を稀釈 し,

適 当量となして注射す.経 験に よれ ば全量を

0.5～1.0ccと し成 る可 く徐々に注射すべ し. 

1例 を説明せんに 体重13grの 白鼠に於 て稀

釈沈降素価1:500な る抗血清を以 て500単

位に感作せ んとすれば

1cc ×
13

/260
=0.05cc

を要する.即 ち抗血清を生理的 食塩 水を以て

10倍 に稀釈 して其の0.5ccを 注 射 せ ば 可 な

り.

第3項　 抗原再注射法

能動性過敏症実験に於け る抗原再注射に際

しては教室本来 の慣法即 ち緒方氏35)法に よれ

ば予め試験動物 よ り1部 採血を行 ひ其 の中の

抗体量を緒方氏抗体稀釈36)法に より測定 して

所謂結合帯相当量を決定 し之に基づいて再注

射量を撰 定す可 き所なるも,白 鼠の如 き小動

物に於 て之を実施す ること不可能な り.従 つ

て再注射量 としては 白鼠の体重に応 じて適 当

に増減 して注射せ り.尚 ほ注射全 量1cc以 上

なるときは注射直後呼吸頻数,不 安状態等 の

副作用を認む るを以て注射全 量は必 らず1cc

以下 とし可及的徐 々に実施す るを要す.

次に 被動性過敏症実験に於ける再注射は教

室の慣法を適用する ことを得.即 ち結合帯相

当量を基準37)と して適宜増減 して注射せ り.
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然 しながら注意すべ きは白鼠の如 き小動物に

於ては其の全血液量は僅 少に して従つて0.5

～1 .0ccの 注射量に よ りても其の全血液 量は

大なる変化を受 く可 く依つ て其の結合帯相 当

量算出に当 りては次の算式を用ふ可 きな り.

x

/b

/ a+x

=1

/z

但 し　z は結合帯

a は白鼠の全血液 量　即 ち 体重/13なり.

b は抗 原 の稀釈 度 な り.

通常 抗原 は適 当に稀釈 して用ふ. 1例 を 以

て上式 を説明 せ んに,白 鼠 の体 重を13grと

せ ばaは1.ccな り.

抗原 は1%に 稀釈 して使 用せ ん とす れ ばb

は100な り.又 抗血 清 の結 合帯 を500と せ ば

zは500な り.依 つ て之 等 を上 式 に代 入せ ば

x

/100/

1+x

=1

/500

故 に　 x=0.25と な る

即ち此のときの結合帯相 当量は1%の 抗原

0.25ccな り.

第4項　 過敏症症状

白鼠の過敏症症状は其の発現及び経過の模

様が海〓に於けると少し く異るものあ り.即

ち海〓 に比 して其の発現緩徐に して其の経過

も緩慢な り.海 〓に於ては5分 以内に 「シ ヨ

ッ ク」死を来たす如 き急激なる経過は通常 し

ば しば観察 し得 る所なるも.白 鼠に於ては第

1～ 第6表 に明かなる如 く,斯 くの如 き急激

なる例症は全 く見ず.通 常最 も激烈なる場合

に於て も20～30分 の時間を要す るを見る.

又白鼠過敏症に特異なる症状 として涙眼及び

後肢麻痺に よる蛙様蛇行を挙げ得べ し.

其の症状の軽 重を記載するに便宜上次の如

き分類を行へ り.

1) 不安.立 毛.掻 鼻.脱 尿.脱 糞及び涙

眼等の症状を呈す るも麻痺及び痙攣発作な き

ものを軽度過敏症 とな し(十)を 以て之を表

示せ り.

2) 上記症状の他に後肢麻痺及び之に基づ

く蛙様歩行を呈す るものを中等度過敏症 とな

し之を(〓)を 以て示す.

3) 麻痺更に進みて前肢を も侵 し歩行不可

能 とな りて横に倒れ るに至 るものを強度過敏

症 となし(〓)を 以て表はす.

4) 以上の症状に加ふるに痙攣発作を以て

死に至 るものを定型的過敏症 「シヨック」と

な し(〓)を 以 て之を記 し.尚 ほ抗原再注射

よ り死に至 るまでの時間(分)を 括弧内に附

記す.

第5項　 白鼠血液像検査 法

尾端を予め温湯を浸せ る白布を以て温め尾

部血管を充血怒張せ しめて之 を切断すれば1

～2滴 の血液を得べ し,血 球計算に当つ ては

此の方法にて滴下せん とす る血液を直接 「メ

ランヂール」に吸入すべ し,注 意すべきは白

鼠の如 き小動物にあ りては飼育法,採 血時期

採血方法等の種 々なる条件の相異に よ りて著

しく其の血液像を変化すべ く,従 つて上記諸

条件を可及的一定に保つ こと肝要な り.殊 に

頻回なる採血は其の血液像に影響す る所極め

て大なるを以て余等 の実験に於ては採血 は白

鼠1頭 につ き抗原再注射前及び後の2回 のみ

とし而 も抗原再注射前の採血は過敏症実験 当

日の1～2日 前 とせ り,之 に よりて採血手段

に よる影響を小な らしむ ることを得べ し.従

つて同一白鼠に就 て抗原再注射後 の時間的,

連続的 の観察は不可能 とな りた るも実験白鼠

を数群に分ち各 々異な りたる時間に採血 測定

して之に代へた り.血 球計算,血 球染色等 に

関 しては法の如 く実施 し特記すべ き点 なし.

第3章　 實 驗 成 績

第1節　 能動性過敏症実験

第1表 及び第2表 に記載せる実験に於 ては

感作抗原 量を0.5cc皮 下注射せ り.同 表に明

か なる如 く定型的過敏症 「シ ヨック」死を来

せ るは潜伏期3週 間以後に して特に5週 間に

近 き潜伏期に於 て多 きを見 る.

第3表 及び第4表 の実験 は 感 作 抗 原 量 を

0.1ccと せ るものに して,同 表の成績に於て

は潜伏期2週 間に して定型的過敏症 「シ ヨッ

ク」死を来せ るもの若干 あ り.而 も3～5週
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間に於て最 も多数なるを認む.

第1表　 白鼠能動性過敏症実験

第2表　 白鼠能動性過敏症実験

第3表　 白鼠 能 動性 過敏 症 実 験

(感作血清量を0.1ccと す)

第4表　 白鼠能 動 性 過敏 症 実験

(感作血清量を0.1ccと す)

即 ち0.1ccの 感作に於 ては0.5ccの 感作に

於け るよ りも其 の潜伏期の短期なるを認む.

第2節　 被動性過敏症実験

第5表 に見 る如 く500単 位感作に於 ては結

合帯相 当量の抗原に よ りて定型的過敏症 「シ

ヨッ ク」を起 し得 るも,更 に大量の抗原即 ち

結合帯相当量の2～5倍 の抗原を用ふれば確

実な り.

次に200単 位感作に於 ては成績甚だ悪 く,
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結合帯 相当量の2倍 を用ふ るも成功せず(第

6表).

第5表 及び第6表 に明か なる如 く,被 動性

過敏症実験に於 ては感作中に死亡せ るもの極

めて多 く,特 に高単位感作に甚だ し く第6表

に見 る如 く1000単 位感作に於 ては殆んど全

部感作 中に死亡 して実験不可能な りき.表 の

成績を要約せば高単位感作並に大量の抗原再

注射に於て確実に過敏症 「シヨッ ク」死を惹

起せ り.
第5表　 白鼠被動性過敏症実験

第6表　 白鼠被動性過敏症実験

第7表　 牛血清0.5cc皮 下注射に よる白鼠の沈降素産生の状態

AK-沈 降素, Ag-抗 原稀釈

(A) 1週 後 (B) 1週 後

(C) 1週 後

第3節　 白鼠血清中の沈降素産生

第7-11表 に見る如 く,白 鼠血清中の沈降

素 は感作後第1週 に最高価を示 し,以 後漸次

減 少を示せ り.殊 に5週 間後に於ては殆ん ど

消失せるは注目に値す.即 ち白鼠に於ては血

中沈降素量 と過敏症 とは平行せず38).此 の事

実 より観れば沈降素 と過敏性抗体 とは別物な

る如 く考へ られる も然 らず.即 ち沈降素 の血

中 より消失せる時期に於 ては主 と して体細胞

に拘着するもの と考へれば容易に理解 し得べ

し39).
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第8表　 牛血清0.5cc皮 下注射に よる白鼠の沈降素産生の状態

AK-沈 降素, Ag-抗 原稀釈

(A) 2週 後 (B) 2週 後

(C) 2週 後 (D) 2週 後

第9表　 牛血清0.5cc皮 下注射に よる白鼠の沈 降素産生の状態

AK-沈 降素, Ag-抗 原稀釈

(A) 3週 後 (B) 3週 後

(C) 3週 後 (D) 3週 後

第10表　 牛血 清0.5cc皮 下注射に よる白鼠 の沈降素産生の状態

AK-沈 降素, Ag-抗 原稀釈

(A) 4週 後 (B) 4週 後
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(C) 4週 後 (D) 4週 後

第11表　 牛血清0.5cc皮 下注射に よる白鼠の沈降素産生の状態

AK-沈 降素, Ag-抗 原稀釈

(A) 5週 後 (B) 5週 後

(C) 5週 後 (D) 5週 後

第4節　 白鼠過敏症に於ける血液像

第1項　 正常白鼠白血球像に就て

第12表 及び第13表 に余等 の実験成績を示

せ り.而 して第14表 には従来の各 種 文 献に

見 る諸家40)の成績を示せ り.両 者を比較す る

に大略一致せ る成績なるを認む.

第12表　 正常白鼠白血球総数

第13表　 正常 白鼠白血球像

第2項　 対照実験成績

第15表 及び第16表 は生理的 食塩水0.5cc

を静脉内に注射せ るときの白血球像の変化に
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して,特 記すべ き変化を認めず.

第14表　 各種文献に見る正常白鼠白血球数及び其の百分率

第15表　 生理的食塩水静脈内注射(0.5cc)

に よる正常 白鼠の白血球数

第16表　 生理的食塩 水静脉内注射(0.5cc)

に よる正常 白鼠 白血球像百 分率

次 に 牛血 清0.5ccを 静 脉 内に 注射 せ るに 其

の 成 績 第17表 の如 し.

即ち白血球総 数に於ては著変を認め得ざ る

も白血球百分率に於て中性嗜好白血球の増加

並に淋 巴球の減少を見る.

第17表　 牛血清0.5cc静 脉内注射に よる正常 白鼠血液像
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即 ち注射後5分 乃至30分 に於 て最 も著明に

して, 1時 間を過 ぎれば再び正常値に回復す

るものの如 し.而 か も其の変化は軽度に して

表に見 るが如 く15%を 越へず.

第18表　 牛血清静脉内再注射による白鼠能動性過敏症に於ける血液像(A)

第18表　 牛血清静脉内再注射による白鼠能動性過敏症に於け る血液像(B)

第18表　 牛血清静脉内再注射による白鼠能動性過敏症に於ける血液像(C)

第3項　 本実験成績

第18表(A) (B) (C)に 之を表示す.白

血球総 数の変化を 見るに,抗 原再注射後5分

間に於て著明なる減 少 を 認む.但 し第18表



1812　 岡 村 岩 男 ・山 下 敬 三

(A)のNo 33に 於ては例外的に激増を示せ

るも,他 は全べて著 るしく増 加 しNo. 31の

如 きは殆ん ど半減せ るを見る.而 して以後3

時間は此の状態を持続す るも6時 間以後は次

第に正常値に復帰す.而 して海〓及び家兎に

於け るが如 き二次的増加症41)は之を認めず.

次に白血球百分率の 変 化 を見 るに.第18表

(A) (B) (C)に 明か なる如 く,其 の著 明 な

る変化は中性嗜 好白血球の増加.淋 巴球及び

「エオヂ ン」細胞減少の3者 な り.而 して其

の時間的経過は明かならざるも6～24時 間後

に於 て正常値 に復帰す るを見 る.之 を前記対

照実験成績 と比較するに中性嗜好 白血球の増

加及び淋巴球の減少は共に高度に して,且 つ

持続時間の長期なること及び 「エオヂン」細

胞 の減少は対照実験に比 して特異 なる変化 に

して従つて本変化を以て過敏症に基づ く特異

症状 と認め得べ し,殊 に 「エオヂン」胞細42)

の減少は注 目すべ き変化に して由来過敏症動

物に於ては本細胞の増加を常 とす るも白鼠に

於 ては反対の現象を呈せ り.然 れ ども白鼠に

於 ては過敏症に際 して本細胞が或 る特定の臓

器に集積す るもの と考ふれば容易に理解 し得

べ し43)44)45)

第4項　 本実験成績の総括

1) 抗原 再注射後5～30分 に して著明 なる

白血球減少症を見るも,二 次的増加の現象を

認めず.

2) 中性嗜 好白血球 の増加及び淋巴球の減

少著明な り.而 して其の持 続 時 間 も長 期な

り.

3) 「エ オヂン」細胞は増加せず,却 つて

減少を示す.

第4章　 結 論

1) 白鼠能働性過敏症は容易に惹起 し得べ

く,特 に5週 間に近き潜伏 期に於 て最 もよ く

発現す.

2) 白鼠能働性感作に於け る沈降素産生は

1週 間前後に最大に して,以 後漸次減少を示

す.

3) 白鼠被働性過敏症 も容易に 惹起 し得べ

く殊に結合帯相 当量以上の抗原に於 て確実な

り.但 し高 単 位の感作即ち1000単 位以上の

感作に よ りて大部分死亡するを以て注意すべ

きな り.

4) 白鼠 過 敏症 に 於 け る血 液 像 の 変化 は 次

の如 し.

(イ) 白血 球減 少 症

(ロ) 中性嗜 好 白血 球 増 加

(ハ) 淋 巴球減 少

(ニ) 「エ オヂ ン」 細 胞 減 少

稿 を終は るに当 リ,本 研究に際 して終始御懇篤な

る御指導 を賜は り,且 つ御校閲 の労 を忝ふせる恩師

緒方教授 に対 し謹 しみて衷心 より満腔の謝意 を表す.

伺 ほ併 はせて実験上種 々有益 なる御助言並びに御

援助を賜は りた る大田 原助教授 に深謝す.

本編の要旨は昭和19年2月 第55回 岡山医学会総

会 に於て之れを演述せ り.
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